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ロサレス，山内三男，魚島勝美：Extracellular 

Matrix with Low Collagen Cross-links Affects the 

Differentiation of Bone-associate Cells．第 5

回補綴若手研究会，神奈川，2016 年 2 月 27 日，同

研究会プログラム：15 頁，2015． 

2) 秋葉陽介：機能特化プライミング細胞カクテル移植

による骨再生法．第 5 回補綴若手研究会，神奈川，

2016年2月27日，同研究会プログラム：17頁，2015． 
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顎顔面口腔外科学分野 

【著書】 

1) 高木律男：口腔内科学 第 5章 8 医療安全と感染症

対策（1 医療安全と感染症対策（総論），2 感染症

の種類，3 院内感染予防マニュアル，4 感染症患者

の歯科治療，5 滅菌と消毒）．山根源之，草間幹夫，

久保田英朗，編集．581-593 頁，永末書店，東京，

2016． 

2) 高木律男：口腔の先天異常と口唇裂・口蓋裂（口唇

裂・口蓋裂、舌強直症）．「今日の治療指針 2016

年版－私はこう治療している」，医学書院，東京，

2016． 

3) 高木律男：最新口腔外科学 第 5 版 第 3 章 口腔外

科疾患総論 １．先天異常および発育異常，第5章 口

腔外科学各論 ２．先天異常．榎本昭二監修・編集．

医歯薬出版，東京，2016． 

4) 高木律男：顎関節強直症 言語聴覚士のための基礎

知識 臨床歯科医学・口腔外科学 第 2版 7．顎関節

疾患，医学書院，東京，2016． 
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the literature. JOMSMP. DOI: 10. 1016/j. ajoms. 2015.  
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Implant Surgery, 2015. [Epub ahead of print] 

7) Ogawa S, Hoshina H, Nakata K, Yamada K, Uematsu K, 
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in sinus lift bone grafting.  Clinical Implant Dentistry 
and Related Research. 2015. DOI: 10. 1111/cid. 12356.  

8) Nishiyama K, Okudera T, Watanabe T, Isobe K, Suzuki 
M, Masuki H, Okudera H, Uematsu K, Nakata H, 
Kawase T: Basic characteristics of plasma rich in growth 
factors (PRGF): blood cell components and biological 
effects. Clinical and Experimental Dental Research. 
2016. doi: 10.1002/cre2.26. 

9) Uenoyama A, Kakizaki I, Shiomi A, Saito N, Hara Y, 
Saito T, Ohnuki H, Kato H, Takagi R, Maeda T, Izumi 
K: Effects of C-xylopyranoside Derivative on Epithelial 
Regeneration in an In Vitro 3D Mucosa Model. 
Bioscience Biotechnology and Biochemistry. 2016 Mar 
11:1-12. [Epub ahead of print] 
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10) Kawasaki K, Kawasaki M, Watanabe M, EIdrus E, 
Nagai T, Oommen S, Maeda T, Hagiwara N, Que J, 
Sharpe PT, Ohazama A: Expression of Sox genes in 
tooth development. Int J Dev Biol.59(10-12)：471-478，
2015. 

11) 奥田一博，永田昌毅，高木律男，中田 光，吉江弘

正：再生医療－新たな医療を求めて－Ⅲ再生医療の

臨床研究・治験 培養自家骨膜細胞シートを用いた

歯槽骨・顎骨再生．日本臨牀 73 増刊号：473-478，

2015． 

12) 白井友恵，荒井良明，永井康介，高木律男：S-PRG

フィラー含有マウスガード材料のう蝕抑制効果．ス

ポーツ歯学，19(1)：8-13，2015． 

13) 西川 敦，児玉泰光，永井孝宏，田村 隆，高野 操， 

内山正子，田邊嘉也，高木律男，口腔外科手術にお

ける予防的抗菌薬適正使用への取り組み．環境感染

誌 30(6)：405-410，2015． 

14) 池田順行，星名秀行，小野和宏，小玉直樹，勝見祐

二，山田一穂，高木律男：インプラント治療による

上顎洞に関連した合併症の臨床的検討．顎顔面イン

プラント誌 14(2)：99-105，2015． 

15) 上松晃也，児玉泰光，勝見祐二，木口哲郎，西川 敦，

高木律男：2014 年における下顎智歯抜歯 599 歯の臨

床的検討～下顎智歯抜歯治療体系の現況と考察～. 

新潟歯学会誌 45(2)：35-42，2015． 

16) 山田瑛子，池田順行，小玉直樹，齋藤 功，高木律

男：移植歯を含む歯の矯正移動により歯列および歯

槽骨の回復をはかった小児石灰化嚢胞性歯原性腫

瘍の 1 例．小児口腔外科学会雑誌 25(3)：150-155，

2015． 

 

【研究費獲得】 

（継続） 

1) 朝日藤寿一（研究分担者 高木律男，児玉泰光）：

口蓋裂患者に対する上顎前方移動術後の鼻咽腔閉

鎖機能予後総合評価システムの確立．平成 25-27 年

度 日本学術振興会科学研究補助金，基盤研究(C)，

25463175，2013． 

2) 勝見祐二：解剖体造影 CT を用いたインプラント手

術時のリスクの検証と指標化．平成 25-27 年度 日

本学術振興会科学研究補助金，若手研究(B)，

25870250，2013． 

3) 永田昌毅：臨床癌組織の遺伝子発現解析により口腔

扁平上皮癌の遠隔転移の分子機構を解明する．平成

25-27 年度 日本学術振興会科研究費補助金，基盤研

究(C)，25463108，2013． 

4) 星名秀行：培養骨膜細胞が再生骨にもたらす骨代謝

促進の 3D-CT 精密画像解析による質的検出．平成

26-28 年度 日本学術振興会科学研究補助金，基盤研

究(C)，26462967，2014． 

5) 西川 敦：p53 ノックアウト口唇口蓋裂感受性マウス

を用いた口蓋裂発生メカニズムの解明．平成 26-27

年度 日本学術振興会科学研究補助金，若手研究(B)， 

26861708，2014． 

6) 三古谷忠（研究分担者 高木律男）：低侵襲化をめ

ざした口唇口蓋裂治療体系の開発と多施設比較に

よる有効性の検証．平成 26-29 年度 日本学術振興

会科学研究補助金，基盤研究(C)，26462991，2014． 

7) 高木律男：エイズ患者・HIV 感染者の歯科医療体制

整備に向けた調査研究．平成 26 年度 新潟県受託研

究費，2014． 

8) 永田昌毅：高精度分子診断に基づく高播種性・難治

性口腔扁平上皮癌に対する個別化化学療法による

再発および遠隔転移制御に関する研究．平成 26 年

11 月-平成 27 年 3月 新潟大学医歯学総合病院臨床

研究サポート事業．2014． 

（新規） 

1) 児玉泰光：p53 ノックアウトマウス人工授精凍結胚

を用いた口蓋裂発生メカニズムの解析．平成 27-29

年度．日本学術振興会科学研究補助金，基盤研究(C)，

15K11237，2015． 

2) 小山貴寛：より均一な口腔粘膜上皮前駆／幹細胞に

よる凍結培養粘膜の開発．平成 27-29 年度 日本学

術振興会科学研究補助金，基盤研究(C)，15K11239，

2015． 

3) 小川 信：培養骨膜細胞による骨代謝活性促進効果

の臨床的有効性の検証．平成 27-29 年度日本学術振

興会科研究費補助金，若手研究(B)，15K20477，2015． 

4) 大湊 麗：二段階口蓋形成法における早期硬口蓋閉

鎖の有用性 音声言語と音響特性による言語成績．

平成 27-30 年度 日本学術振興会科学研究補助金，

若手研究(B)，15K16352，2015． 

5) 高木律男：エイズ患者・HIV 感染者の歯科医療体制

整備に向けた調査研究．平成 27 年度 新潟県受託研

究費，2015． 

6) 齋藤太郎：ビスフォスフォネート関連顎骨壊死に対

する骨髄由来幹細胞局所投与法の有効性検証．平成

27 年度 日本学術振興会科学研究補助金，研究活動

スタート支援，15H06227，2015． 

7) 上松晃也：骨膜シートの骨髄細胞局所誘導能の増強

は骨再生効果の飛躍的向上につながる．平成 27-28

年度 日本学術振興会研究補助金．研究活動スター

ト支援，15H06228，2015． 

8) 永田昌毅：高精度分子診断に基づく高播種性・難治

性口腔扁平上皮癌に対する個別化化学療法による

再発および遠隔転移制御に関する研究．平成 27-28
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年度 新潟大学医歯学総合病院臨床研究サポート事

業，2015． 

 

【招待講演・シンポジウム】 

1) 近藤英司，栗田 浩，山田慎一，永田昌毅，柴原孝

彦：3GCP に準拠した多施設共同 Randomized control 

trial の実際～臨床研究支援センターとの連携～．

第 34 回一般社団法人日本口腔腫瘍学会総会・学術

大会，ワークショップ 2 共同研究に向けて，横浜市，

2016 年 1 月 21 日． 

2) 高木律男：より単純で効率的な口蓋裂手術．第 39

回日本口蓋裂学会総会・学術総会，東京，2015 年 5

月 21-22 日．第 39 回日本口蓋裂学会総会・学術集

会抄録号：84 頁，2015． 

 

【学会発表】 

1) Nagai T, Kawasaki M, Kawasaki K, Watanabe M, 
Nishikawa A, Kodama Y, Takagi R, Maeda T,  
Ohazama A: The role of miRNA in orofacial 
development. Collaborative symposium. Faculity of 
Dentistry: Universitas Indonesia-Niigata University, 
Lombok, Indonesia, 2016. 1. 9-11.  

2) Watanabe M, Kawasaki M, Kawasaki K, Nagai T, 
Nishikawa A, Kodama Y, Takagi R, Maeda T, Ohazama 
A: Ofd1 is essential for the initiation of palatal shelf 
through Shh signaling. Collaborative symposium. 
Faculity of Dentistry: Universitas Indonesia-Niigata 
University, Lombok, Indonesia, 2016. 1. 9-11. 

3) Abé T, Maruyama S, Yamazaki M, Babkair H, Sumita 
Y, Cheng J, Saku T: YAP modulates 
proliferation-differentiation phase switching in oral 
squamous cell carcinoma and it’s differentiatin 
represents skin-type orthokeratotsis. The 7th Asia 
Society of Oral and Maxillofacial Pathology, Taiwan, 
2015.10.17-18, Abstract, 76, 2015. 

4) Kodama Y, Ohminato R, Ikarashi Y, Iida A, Nagata M, 
Ono K, Takagi R: Clinical evaluation of velopharyngeal 
insufficiency using a modified high attached 
pharynxgeal flap for cleft palate patients. 2015 12th 
European Craniofacial Congress (ECC), Gothenburg, 
Sweden, 2015. 6. 24-27. 

5) Madachi K, Asahito T, Ohminato R, Kodama Y, Takagi 
R, Saito I: Clinical Evaluation of Craniofacial Growth 
after Furlow’s Method in Two-Stage Palatoplasty in 
Comparison with that after Perko’s Method. 2015 12th 
European Craniofacial Congress (ECC), Gothenburg, 
Sweden, 2015. 6. 24-27. 

6) 山田瑛子，飯田明彦，小林孝憲，成松花弥：下歯槽

神経動静脈が歯根を貫通する下顎埋伏智歯の 2 例．

第 20 回口腔顔面神経機能学会学術大会，文京区，

2016 年 3 月 5日． 

7) 勝見祐二，児玉泰光，中谷暢佑，上松晃也，西川 敦，

黒川 亮，高木律男：下顎智歯抜歯後の知覚異常残

遺に関する検討．第 20 回口腔顔面神経機能学会学

術大会，文京区，2016 年 3 月 5 日． 

8) 中谷暢佑，勝見祐二，木口哲郎，西川 敦，黒川 亮，

小玉直樹，小山貴寛，児玉泰光，高木律男：周術期

管理に苦慮した難治性突発性血小板減少性紫斑病

の 2 例．第 25 回日本有病者医療学会総会・学術大

会，江戸川区，2016 年 3 月 4-6 日．第 25 回日本有

病者医療学会総会・学術大会抄録集 86 頁，2016． 

9) 木口哲郎，黒川 亮，西川 敦，勝見祐二，池田順行，

児玉泰光，高木律男：嚥下障害が残遺した喉頭癌放

射線治療歴を有する頸部壊死性筋膜炎の 1例．第 25

回日本有病者医療学会総会・学術大会，江戸川区， 

2016 年 3 月 4-6 日．第 25 回日本有病者医療学会総

会・学術大会抄録集 78 頁，2016． 

10) 上野山敦士，鶴巻 浩，上松晃也：大腿骨近位部骨

折患者に対する歯科介入．第 25 回日本有病者医療

学会総会・学術大会，江戸川区，2016 年 3 月 4-6

日．第 25 回日本有病者医療学会総会・学術大会抄

録集 84 頁，2016． 

11) 西川 敦，児玉泰光，永井孝宏，田邊嘉也，高木律

男：口腔外科手術における手術部位感染の発生状況．

第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会，京都市，

2016 年 2 月 19，20 日．第 31 回日本環境感染学会総

会・学術集会プログラム・抄録集 258 頁，2016． 

12) 林 孝文，小林太一，新垣元基，中山美和，新國 農，

勝良剛詞：舌表在癌の画像診断を考える．第 34 回

日本口腔腫瘍学会総会・学術集会，横浜市，2016

年 1 月 21-22 日．第 34 回日本口腔腫瘍学会総会・

学術大会プログラム抄録集 142 頁，2016． 

13) 小山貴寛，池田順行，小玉直樹，星名秀行，隅田賢

正，西山秀昌，山崎 学，程 珺，林 孝文，高木律

男：口底部に生じた巨大な舌下腺原発粘表皮癌の 1

例．第 34 回日本口腔腫瘍学会総会・学術集会, 横

浜市，2016 年 1 月 21-22 日．第 34 回日本口腔腫瘍

学会総会・学術大会プログラム抄録集202頁，2016． 

14) 西川 敦，児玉泰光，齋藤太郎，大貫尚志，黒川 亮，

小玉直樹，小山貴寛，池田順行，永田昌毅，星名秀

行，高木律男：悪性腫瘍症例に対する周術期抗菌薬

適正使用化への取り組み．第 34 回日本口腔腫瘍学

会総会・学術大会，横浜市，2016 年 1 月 21-22 日．

第 34 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会プログラ

ム抄録集 227 頁，2016． 
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15) 小林孝憲，飯田明彦，大西 眞，五十嵐友樹，齋藤

太郎，山田瑛子，成松花弥：下顎骨に発生した歯原

性癌腫の 2 例．第 34 回日本口腔腫瘍学会総会・学

術大会，横浜市，2016 年 1 月 21－22 日．第 34 回日

本口腔腫瘍学会総会・学術大会プログラム・抄録集

70 頁，2016． 

16) 児玉泰光，五十嵐友樹，高木律男：口蓋裂児に対す

る哺乳指導の臨床的検討．第 221 回日本小児科学会

新潟地方会，新潟市，2015 年 12 月 12 日． 

17) 山田一穂，星名秀行，勝見祐二，永田昌毅，福井忠

雄，児玉泰光，上松晃也，小川 信，小林正治，魚

島勝美，高木律男：小児期の上顎肉腫治療後の上顎

骨劣成長に外科矯正 インプラント義歯を適用した

1 例．第 19 回日本顎顔面インプラント学会学術大会，

横須賀市，2015 年 11 月 28-29 日．第 19 回日本顎顔

面インプラント学会学術大会抄録集 191 頁，2015． 

18) 児玉泰光，大湊 麗，小林孝憲，深井真澄，高木律
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